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粗大ごみを収集します …………………………４Ｐ
まちの話題 ………………………………………６Ｐ

幼・保・小・中一貫教育プロジェクト④ ……８Ｐ
あぐいぶらり旅（村絵図を歩く）  ……………１１Ｐ
お知らせ …………………………………………１６Ｐ

　２月３日２月３日「節分」に南部保育園で豆まきが行われました。「節分」に南部保育園で豆まきが行われました。
遊戯室で豆まきをしていると、園庭に突然鬼が現れ、園児は外に出て　遊戯室で豆まきをしていると、園庭に突然鬼が現れ、園児は外に出て

「鬼は外、福は内」と元気よく玉入れに使う玉をぶつけていました。「鬼は外、福は内」と元気よく玉入れに使う玉をぶつけていました。
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広報あぐい　２００６年２月１５日号

阿
久
比
町
 

　
 
職
員
 

　

町
の
職
員
に
支
給
さ
れ
る
給
与
は
、
地
方
公
務
員
法
な
ど
の
規
定
に
基
づ
き
、
条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
、
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
現
在
の
給
与

状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
平
成
十
七
年
議
会
第
三
回
臨
時
会
で
給
与
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
改

正
前
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
も
の
で
す
。）

　

改
正
さ
れ
た
給
与
条
例
に
よ
る
給
料
月
額
は
、
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
引
き
下
げ
、
十
二
月
か
ら
適
用
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
人
事
秘
書
係　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
７
）

１５年度の
人件費率

人件費率
（Ｂ /Ａ）

人件費（Ｂ）
（千円）

実質収支
（千円）

歳出額（Ａ）
（千円）

住民基本台帳
１７.３.３１現在区分

２２.３％２２.９％ １,４２５,９５７４４１,２０７６,２３０,５２８２４,５７２人１６年度

１１人人件件費費のの状状況況

期末手当報酬等月額区　分

６月期　１.６０月分

１２月期　１.７０月分

　計　　３.３０月分

８１２,０００円町 長

６４３,０００円助 役

５９３,０００円収 入 役

３４６,０００円議 長

２６６,０００円副 議 長

２４７,０００円常 任 委 員 長

２４７,０００円議会運営委員長

２３７,０００円議 員

５５ 特特別別職職のの報報酬酬等等のの状状況況（（平平成成１１７７年年４４月月１１日日現現在在））

一人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）

給　　　　与　　　　費職員数
（A）区分

計（B）期末・勤勉手当職員手当給　　料

５,９８６千円１,０３５,５９１千円 ２７１,９１２千円１４２,８９７千円６２０,７８２千円１７３人１７年度

注：１．職員手当には、退職手当を含みません。
　　２．給与費は、当初予算に計上された額です。

２２職職員員給給与与費費のの状状況況（（普普通通会会計計予予算算））

一般行政職
区　　　　　分

高校卒大学卒

１４３,３００円１７０,７００円初 任 給阿
久
比
町 １５４,３００円１８４,４００円採用２年経過日給料額

１３８,８００円１７０,７００円初 任 給愛
知
県 １４８,５００円１８４,４００円採用２年経過日給料額

１３８,８００円Ⅱ種
１７０,７００円初 任 給

国

１４８,５００円Ⅱ種
１８４,４００円採用２年経過日給料額

４４ 職職員員のの初初任任給給のの状状況況（（平平成成１１７７年年４４月月１１日日現現在在））

愛知県阿久比町区　　　分

３７６,３３９円３０９,１０３円平均給料月額一
般
行
政
職

４９７,４８５円３９５,８３０円平均給与月額

４４.３歳４１.８歳平 均 年 齢

３３ 職職員員のの平平均均給給料料・・平平均均給給与与月月額額・・
平平均均年年齢齢のの状状況況（（平平成成１１７７年年４４月月１１日日現現在在））

平成１７年度
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対前年増減数職　　員　　数区　　　分
平成１７年度平成１６年度平成１５年度平成１７年度平成１６年度平成１５年度部　　　門
０００３３３議 会

一
般
行
政
部
門

△３２１３５３８３６総 務
０００１５１５１５税 務
１１△１５６５５５４民 生
１００１０９９衛 生
０００７７７農林水産
０００２２２商 工

△１△１△１１３１４１５土 木
△２２△１１４１１４３１４１小 計
△２△２△１３３３５３７教 育特　

　

別

行
政
部
門 △２△２△１３３３５３７小 計

△４０△２１７４１７８１７８普通会計
０△１０８８９水 道公

営
企
業
等

会
計
部
門

０△１０６６７下 水 道
△１△１０９１０１１そ の 他
△１△３０２３２４２７小 計
△５△３△２１９７２０２２０５合　　　計

注：教育部門に教育長を含む

８８部部門門別別職職員員数数のの状状況況（（各各年年４４月月１１日日現現在在））

構成比
（％）

職員数
（人）標準的な職務内容区分

２.２４部長・部長相当職８級

８.８１６課長・課長相当職７級

７.２１３課長補佐・園長６級

２９.８５４係長・主査・主任保育士・
教頭５級

１６.０２９係長・主査・主任保育士・
教頭・主任４級

２２.７４１主事・技師・保育士・教諭３級

１１.１２０主事補・技師補・保育士・
教諭２級

２.２４主事補・技師補・保育士・
教諭１級

１００.０１８１計

７７行行政政職職のの級級別別職職員員数数（（平平成成１１７７年年４４月月１１日日現現在在））

国の制度内　　　　　　　容区　分

同　じ

 期末手当　  勤勉手当
６月期 １.４０月分　   ０.７０月分
１２月期 １.６０月分　   ０.７０月分
　計 ３.００月分　   １.４０月分

期末・勤勉
手 当

同　じ

　　　　　　自己都合　  勧奨退職
勤続２０年　　２１.００月分　 ２７.３０月分
勤続２５年　　３３.７５月分　 ４２.１２月分
勤続３５年　　４７.５０月分　 ５９.２８月分
最高限度額　５９.２８月分　 ５９.２８月分
定年前早期退職特例措置

（２％～２０％加算）

退職手当

同　じ

配偶者   １３,５００円
配偶者以外

２人目まで１人につき６,０００円
（扶養親族でない配偶者を有す
る場合の１人目は６,５００円、配偶
者のない場合の１人目は１１,０００
円）

　　　３人目以降１人につき５,０００円
満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末
までの子
　　　１人につき５，０００円加算

扶養手当

同　じ

持家　２,５００円（新築・購入から５年間）
借家・借間

１２,０００円を超える家賃額に応じ、
最高２７,０００円

住居手当

６６職職員員手手当当のの状状況況（（平平成成１１７７年年４４月月１１日日現現在在））

４４ 職職員員のの初初任任給給のの状状況況（（平平成成１１７７年年４４月月１１日日現現在在））

国の制度内　　　　　　　容区　分

同　じ

交通用具（自動車等）利用者
２㎞以上～５㎞未満  ２,０００円
５㎞以上～１０㎞未満  ４,１００円
１０㎞以上～１５㎞未満  ６,５００円
１５㎞以上～２０㎞未満  ８,９００円
２０㎞以上～２５㎞未満  １１,３００円
２５㎞以上～３０㎞未満  １３,７００円
３０㎞以上～３５㎞未満  １６,１００円
３５㎞以上～４０㎞未満  １８,５００円
４０㎞以上～４５㎞未満  ２０,９００円
４５㎞以上～５０㎞未満  ２１,８００円
５０㎞以上～５５㎞未満  ２２,７００円
５５㎞以上～６０㎞未満  ２３,６００円
６０㎞以上   ２４,５００円
交通機関利用者支給単位期間の定期券
相当額　 （１カ月換算で最高５５,０００円）

通勤手当

３８,５６４千円支 給 総 額
１６年度

（普通会計決算）
時 間 外
勤務手当 ２４８,８００円支給対象職員１人

当たり平均支給年額

２２.６５％職 員 全 体 に 占 め る
手 当 支 給 職 員 の 割 合

特殊勤務
手 当

６,５１４円支 給 対 象 職 員 １ 人
当 た り 平 均 支 給 月 額

７種類手 当 の 種 類

徴収手当、防疫作業手当、清掃手当、保育手当、
教育手当、不快手当、滞納徴収業務手当

手当の
名　称
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３月４日（土）

収集場所地区名

旧農業倉庫北板 山

老人憩の家福 住

西公園福住園高台

西公園西高 根 台

焼山池北坂 部

児童館卯 之 山

南風公園阿久比団地

公会堂阿 久 比

防災倉庫東椋 岡

収集所メイツ巽ヶ丘

３月１８日（土）

収集場所地区名

青年会場白 沢

中央公園白 沢 台

西収集所日生団地

公民館草 木

粗大ごみを収集します 粗大ごみを収集します 

処理の方法品　　　　目

　事業者自身で適切に処理するか、町が許
可した事業系一般廃棄物処理業者へ依頼し
てください。

◎事業活動（会社・商店・工場・飲食店・土木建築作
業など）に伴い発生したごみ
※　町が収集するのは、日常生活から出る「家庭系ご
み」に限られます。

事業系ごみ
産業廃棄物

　販売店か専門業者へ処理を依頼してくだ
さい。

◎タイヤ◎消火器◎耕うん機など農機具◎プロパンガ
スボンベ◎バッテリー◎スプリング入りのマットレス
◎自動車部品◎大型木材（長さ２ｍ、太さ２０㎝以上の
もの）◎ブロックなどの建築廃材（事業者が出す場合
は産業廃棄物になります。）◎塗料・薬品などの液体

処理困難物
（東部知多クリー
ンセンターで処
理できないごみ）

　その商品を買った店か同じ種類の商品を
買おうとしている店に依頼してください。◎テレビ◎エアコン◎冷蔵庫◎冷凍庫◎洗濯機家電リサイクル

　パソコンメーカーに回収の申し込みをし
てください。

◎デスクトップパソコン本体◎ノートパソコン◎ディ
スプレイ◎ディスプレイ一体型パソコン
※　プリンタなどの周辺機器は対象外です。

パソコンリサイクル

販売店・専門業者へご相談ください。オートバイ（スクーター含む）二輪車リサイクル

※上記の粗大ごみを出そうとしたときは、持ち帰っていただきます。　　　　※収集場所では、警備員が監視します。
※依頼先などがわからない時は環境衛生課まで問い合わせください。

主　な　品　目

①　家具類：たんす、机、イス、ベッド（スプリング入
りのマットレスは除く）、じゅうたんなど

②　家電製品：ビデオ、ステレオ、ファンヒーター、電
子レンジ、ミシン、ファクシミリなど

③　その他：自転車、ベビーカー、ストーブ、大型のお
もちゃ、物干し竿など

出　　し　　方

◎　ストーブは油を抜いてから出してください。

◎　電池は必ずはずし指定場所へ出してください。

◎　収集しない粗大ごみは絶対に出さないでください。

◎　引っ越しごみなどの多量の場合は、東部知多クリー
ンセンターへ直接搬入してください。

◎　年２回（９月・３月）の収集で
す。必ず決められた日に出して
ください。

◎　前日の午後６時から午後９時
まで、当日の日の出から午前９
時までに決められた場所へ出し
てください。

□問い合わせ先
　環境衛生課
　�（４８）１１１１（内３１７）

３月１１日（土）

収集場所地区名

公民館横 松

老人憩の家萩

公民館宮 津

宮津団地グランド宮津団地

中央公園宮津山田

公民館矢 口

老人憩の家高 岡

公民館植

山車収納庫大 古 根

次
の
日
程
、
場
所
で

収
集
を
行
い
ま
す　

収集しない粗大ごみ
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□
用
意
す
る
も
の

　

み
そ
を
入
れ
る
容
器
（
約
四
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
み
そ
が
入
る
か
め
、
た
る
な
ど
）、
エ

プ
ロ
ン

□
費　

用

　

材
料
実
費
千
七
百
円
（
大
豆
一
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
米
麹
、
塩
ほ
か
）

※　

約
三
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
そ
が
で

き
ま
す
。

□
講　

師

　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会
会
員

　

農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

□
定　

員　

一
回
に
つ
き
二
十
人

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
３
４
・
２
２
７
）

　

二
月
二
十
七
日
（
月
）
午
前
九
時
か
ら

募
集
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
希
望
の
時

間
帯
を
選
び
、
産
業
課
窓
口
か
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

代
理
申
し
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

阿
久
比
産
の
大
豆
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
天

日
干
塩
を
使
っ
て
、
手
づ
く
り
み
そ
を

造
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
次
の
と
お
り
講
習

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

□
日　

時

　

三
月
八
日（
水
）

　

一
回
目　

午
前
九
時
〜
正
午

　

二
回
目　

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

※　

一
日
二
回
行
い
ま
す
。

□
場　

所

　

中
央
公
民
館
本
館
２
０
４
号
室

　
（
調
理
実
習
室
）

★　

石
油
暖
房
器
具
の
カ
セ
ッ
ト
タ
ン
ク

の
キ
ャ
ッ
プ
取
り
付
け
は
確
実
に
。

�
　

住
宅
火
災
の
死
者
が
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般
住
宅

と
共
同
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
な
ど
）
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
築
の
場
合
は
、
六
月
一
日
か
ら
、
建

築
済
み
の
住
宅
は
平
成
二
十
年
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す
。
設
置
場
所
は
、
寝
室
と
階
段

の
上
部
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

火
災
が
急
増
し
て
い
ま
す

　

知
多
中
部
管
内
（
半
田
市
･
阿
久
比
町

･
武
豊
町
･
東
浦
町
）
で
平
成
十
七
年
中
、

百
三
十
五
件
の
火
災
が
発
生
し
、
前
年
と

比
較
す
る
と
三
十
三
件
の
大
幅
な
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

出
火
原
因
別
で
は
放
火
・
放
火
の
疑
い

四
十
五
件
、
こ
ん
ろ
十
四
件
、
た
ば
こ
十

件
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

★　

放
火
に
注
意
。
家
の
周
り
に
燃
え
や

す
い
物
を
放
置
し
な
い
。

★　

天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
る
と
き
は
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。
離
れ
る
と
き
は
必
ず

火
を
消
す
こ
と
。

★　

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

※　火災予防運動期間中、午後８時に３０
秒間のサイレンが鳴ります。
□問い合わせ先
　知多中部広域事務組合消防本部予防課
　�（２１）１４９１

３月１日（水） 
　　～３月７日（火） 

春の火災予防運動 春の火災予防運動 
３月１日（水） 
　　～３月７日（火） 

　

今
回
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義

務
化
に
よ
っ
て
、
不
当
に
高
額
な
販
売
や
、

法
律
で
義
務
付
け
る
以
上
の
数
を
無
理
や

り
販
売
し
よ
う
と
す
る
悪
徳
業
者
の
出
現

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

新築住宅 

建築済み 
の住宅 

平成１７年 
　　８月１日 

平成１８年 
　　６月１日 

平成２０年 
　　６月１日 

義務化 

この間に設置が必要 義務化 

条例公布 
（知多中部） 

昨年の講習会

　

町
立
図
書
館
で
は
、
平
成
十
八
年
度

の
展
示
ホ
ー
ル
利
用
団
体
を
受
け
付
け

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
次
の
と

お
り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限

　

二
月
二
十
四
日（
金
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

町
立
図
書
館

　

�（
４
８
）６
２
３
１

図
書
館
展
示
ホ
ー
ル
を

　
　
　
　

利
用
し
ま
せ
ん
か

収集しない粗大ごみ
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競
技
の
部
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

▽
一
般
男
子
５
㌔ 
一
位　

坂
野
省
吾　

二
位　

水
谷
貴
志　

三
位　

大
泉　

通
▽

一
般
３ 
㌔  
一
位　

岡
村
雅
行　

二
位　

平

野
高
志　

三
位　

岩
井
辰
夫　

▽
中
学
生

男
子
３
㌔ 
一
位　

保
科
洋
介　

二
位　

河

村
颯
太　

三
位　

緒
方
康
介　

▽
一
般
女

子
２
㌔ 
一
位　

石
川
綾
華　

二
位　

井
手

麻
衣　

三
位　

前
田
真
由
美　

▽
中
学
生

女
子
２
㌔ 
一
位　

奥
田
和
佳
奈　

二
位　

内
田
詩
織　

三
位　

山
田　

栞

　

一
月
二
十
九
日
、
第
二
十
八
回
阿
久
比

町
健
康
づ
く
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
阿
久

比
ス
ポ
ー
ツ
村
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト

と
ゴ
ー
ル
と
し
た
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

競
技
の
部
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
に
分
か

れ
て
、
町
内
外
か
ら
二
歳
の
幼
児
か
ら
七

十
三
歳
の
高
齢
者
ま
で
七
百
五
十
八
人
が

参
加
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
心
地
よ
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
で
は
、
親
子
で
の
参

加
者
が
多
く
、
マ
ラ
ソ
ン
を
通
じ
て
親
子

が
ふ
れ
あ
う
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
終
了
後
に
は
、
阿
久
比
町
商

工
会
女
性
部
か
ら
豚
汁
の
差
し
入
れ
が
あ

り
、
参
加
者
は
お
い
し
そ
う
に
豚
汁
を
飲

ん
で
い
ま
し
た
。

ゴールを目の前にしてラストスパートをする参加者

親子で完走

力走する中学生
高齢者も元気にゴール
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

●小学生が危険な場所を調査
　南部小学校４年生が総合的な学習で自分たちの住む地区
の危険個所を調査し、「南部のあぶないをさがそう」とま
とめた報告書を１月３１日町長に手渡しました。
　この日は児童の代表４人が町長室を訪れ、「危ない場所を
直して、お年寄りや子どもが安全に暮らせる町をつくって
ください」と町長に要望しました。

●精神保健福祉事業に貢献
　１月２８日、東海市立文化センターで開かれた「こころの
健康フェスティバルあいち」で、阿久比町精神障害者家族
会代表の森下尚彦さんが、精神保健福祉事業の向上に寄与
した功績が認められ、愛知県精神保健福祉協会長表彰を受
けました。
　町長へ受賞の報告に訪れた森下さんは「難しい仕事です
がこれからもがんばります」と話していました。

●食生活の理解促進に貢献
　１月２８日、名古屋能楽堂で開かれた“あいち「農楽」
フェスティバル”の中の「食と緑の表彰事業」で阿久比町
営農研究会が愛知県知事賞を受賞しました。
　消費者や学校の教諭を対象に農業体感ツアーなどを実施
して、農業理解の啓発に取り組んでいる功績が認められま
した。
　町長へ報告に訪れた代表の澤田裕さんは「いろいろな企
画を考え、まちづくりに貢献していきたい」と意気込んで
いました。

●牛の供養
　１月２６日、阿久比町酪農組合が興昌寺（大字福住）で畜
魂祭を開き、食肉などで処理した牛を供養しました。
　この日出席した組合関係者ら２７人が、読経の流れる中、
焼香をして犠牲になった牛の魂を鎮めていました。

●町指定文化財寒干し
　１月２２日、今年の虫供養当番にあたる矢口地区の矢口公
民館で、町指定文化財の掛け軸などの寒干しが行われまし
た。
　掛け軸を壁に掛け、その前には花やもち、くだものを供
えて本番と同じように、念仏を唱えながら供養が行われま
した。

●福住地区で新橋開通を祝う
　福住地区に新設された県道名古屋半田線の「福住新橋」
の開通式典が１月２９日に行われました。
　式典は福住地区主催で開かれ、交通安全祈願やテープ
カットなどを行った後、子ども囃子を先頭に約２２０人の参加
者が渡り初めをして新橋の開通を祝いました。
　スケッチ提供　大村順さん（大字福住）
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今
回
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
部
会

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
五
つ
の
研
究

部
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。
各
部
会
と
も
活
動
が
始

ま
っ
て
三
カ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
阿
久
比
町
の
実
態
を
把
握
し
、
良
い

点
や
課
題
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
り
始

め
て
い
ま
す
。

　

各
研
究
部
会
で
の
調
査
研
究
内
容
・
進

捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

八　

研
究
部
会

（
一
）　

幼
児
教
育
研
究
部
会

①　

調
査
研
究
内
容

・　

ゼ
ロ
歳
か
ら
六
歳
ま
で
の
家
庭
に
お

け
る
望
ま
し
い
育
児
の
在
り
方
を
そ
れ

ぞ
れ
の
年
齢
ご
と
に
明
ら
か
に
し
ま
す
。

・　

ゼ
ロ
歳
か
ら
六
歳
ま
で
の
保
育
園
・

幼
稚
園
に
お
け
る
生
活
習
慣
・
学
習
習

慣
の
在
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
ご
と

に
明
ら
か
に
し
ま
す
。

・　

望
ま
し
い
食
育
の
在
り
方
を
そ
れ
ぞ

れ
の
年
齢
ご
と
に
明
ら
か
に
し
ま
す
。

・　

幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学
校
の

ギ
ャ
ッ
プ
の
現
状
と
そ
の
対
策
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。

②　

進
捗
状
況

・　

次
の
内
容
に
つ
い
て
、
幼
稚
園
・
保

育
園
の
保
護
者
・
保
育
士
・
教
諭
を
対

象
に
二
月
上
旬
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
阿
久
比
町
の
現
状
を
把
握
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
そ
の
結
果
を
分
析
し
、

生
活
習
慣
・
学
習
習
慣
・
食
育
研
究
部

会
と
調
整
を
図
っ
た
上
で
、
阿
久
比
町

す
べ
て
の
六
歳
に
な
る
幼
児
の
望
ま
し

い
姿
を
設
定
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

ア　

育
児
の
実
態
に
つ
い
て

・
就
寝
時
刻
、
起
床
時
刻

・
朝
食
を
中
心
と
し
た
食
習
慣
の
実
態

・
お
む
つ
外
し
、
衣
服
の
着
脱
、
整
頓
な

ど
子
ど
も
の
自
立
に
向
け
た
保
護
者
の

意
識

・
あ
い
さ
つ

・
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を

や
っ
た
り
し
て
い
る
時
間

・
友
達
と
の
か
か
わ
り

・
父
親
と
の
か
か
わ
り

・
読
書
習
慣
な
ど

イ　

園
で
の
実
態
（
子
ど
も
の
実
態
と
保

育
士
・
教
諭
の
指
導
の
実
態
）

・
身
辺
自
立

・
マ
ナ
ー

・
遊
び

・
小
集
団
の
活
動

・
思
い
や
り
の
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
指

導
・
命
の
大
切
さ
を
知
ら
せ
る
指
導
な
ど

（
二
）　

生
活
習
慣
・
学
習
習
慣
・
食
育
研

究
部
会

①　

調
査
研
究
内
容

・　

七
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
家
庭
・
学

校
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
望
ま
し
い
生
活

習
慣
・
学
習
習
慣
の
在
り
方
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
ご
と
に
明
ら
か
に
し

ま
す
。

・　

七
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
家
庭
・
学

校
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
望
ま
し
い
食
育

の
在
り
方
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

シリーズ ④ 

草木小学校と草木保育園の交流会

飾りを作る幼稚園児

栄養士による家庭科の授業
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・　

小
学
校
六
年
生
と
中
学
校
一
年
生
の

ギ
ャ
ッ
プ
の
現
状
と
そ
の
対
策
を
明
ら

か
に
し
ま
す
。

②　

進
捗
状
況

・　

二
月
上
旬
に
、町
内
の
小
学
校
二
年
・

四
年
・
六
年
の
各
一
ク
ラ
ス
の
児
童
と

保
護
者
、
中
学
校
一
年
・
二
年
の
各
二

ク
ラ
ス
の
生
徒
と
保
護
者
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
そ
の
集
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
、
そ
の
結
果
を
分
析
し
、
阿
久
比
町

す
べ
て
の
十
五
歳
に
な
る
生
徒
の
望
ま

し
い
姿
を
設
定
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は
次
の
通
り
で

す
。

ア　

生
活
習
慣
に
つ
い
て

・
起
床
時
刻
、
就
寝
時
刻
、
睡
眠
時
間

・
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
視
聴
時
間

・
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
・
パ
ソ
コ
ン
を
や
っ
て

い
る
時
間

・
親
子
間
の
あ
い
さ
つ
、
会
話

・
手
伝
い

・
友
人
関
係
な
ど

イ　

学
習
習
慣
に
つ
い
て

・
家
庭
で
の
学
習
時
間

・
読
書
時
間

・
翌
日
の
授
業
の
用
意

・
宿
題
へ
の
取
り
組
み

・
家
庭
で
の
学
習
の
様
子
な
ど

ウ　

食
育
に
つ
い
て

・
朝
ご
は
ん

・
偏
食

・
お
や
つ

・
家
で
の
食
事
の
様
子

・
外
食

・
食
生
活
面
の
配
慮
な
ど

（
三
）　

教
科
研
究
部
会

①　

調
査
研
究
内
容

・　

七
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の
国
語
・
算

数
・
数
学
に
お
け
る
ミ
ニ
マ
ム
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
（
全
員
に
必
ず
定
着
さ
せ
る

学
習
内
容
）
を
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
ご
と

に
明
ら
か
に
し
ま
す
。

・　

英
語
活
動
と
教
科
英
語
に
つ
い
て
研

究
し
、
阿
久
比
町
の
英
語
学
習
の
在
り

方
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

・　

幼
稚
園
・
保
育
園
と
小
学
校
の
教
科

指
導
の
連
携
に
つ
い
て
研
究
し
ま
す
。

・　

指
導
形
態
（
例
え
ば
教
科
担
任
制
の

導
入
年
齢
や
少
人
数
学
級
、
少
人
数
指

導
、
習
熟
度
別
指
導
な
ど
）
に
つ
い
て

も
研
究
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
に
応
じ

た
指
導
形
態
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

②　

進
捗
状
況

・　

三
つ
の
小
部
会
を
作
り
、
調
査
研
究

を
進
め
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。

ア　

教
育
課
程
一
般
小
部
会

・　

国
語
の
ミ
ニ
マ
ム
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

つ
い
て
の
検
討

・　

各
年
齢
に
お
け
る
適
切
な
指
導
形
態

の
研
究

・　

英
語
学
習
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

な
ど

イ　

算
数
・
数
学
小
部
会

・　

本
年
度
四
月
に
実
施
し
た
学
力
テ
ス

ト
の
分
析

・　

ミ
ニ
マ
ム
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成

・　

各
年
齢
に
お
け
る
適
切
な
指
導
形
態

の
研
究
な
ど

ウ　

幼
稚
園
・
保
育
園
小
部
会

・　

小
学
校
の
教
科
指
導
に
つ
な
が
る
指

導
内
容
・
指
導
形
態
の
研
究
な
ど

　
「
道
徳
・
健
康
教
育
部
会
」
と
「
総
合
的

な
学
習
研
究
部
会
」
に
つ
い
て
は
、
次
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
２
）

音楽の授業を受ける中学生

　

各
研
究
部
会
の
中
間
報
告
会
（
阿
久

比
町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
と
分

析
、
阿
久
比
町
の
十
五
歳
の
生
徒
に
求

め
る
望
ま
し
い
姿
の
報
告
な
ど
）
を
行

い
ま
す
。

□
期　

日　

三
月
二
十
四
日（
金
）

□
会　

場　

エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山

□
日　

程

　

午
後
三
時
〜
午
後
四
時

　
　

中
間
報
告
会

　

午
後
四
時
〜
午
後
五
時

　
　

講
演
会

　
　

演
題　
「
教
育
の
原
点
」

講
師　

川
上
昭
吾
愛
知
教
育
大
学

教
授

□
参
加
申
し
込
み

　

入
場
は
無
料
で
す
が
、
会
場
準
備
の

都
合
で
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

三
月
十
日（
金
）ま
で
に
、
次
の
い
ず
れ

か
の
場
所
へ
参
加
者
氏
名
を
報
告
し
て

く
だ
さ
い
。（
学
校
教
育
課
・
住
民
福
祉

課
、町
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
・

中
学
校
）

※　

先
着
百
人
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

小学生に中学校の様子を説明する中学生
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大
規
模
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
昨
年

百
七
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
J
R
西
日
本

福
知
山
線
列
車
脱
線
事
故
な
ど
の
よ
う
な
、

多
く
の
傷
病
者
が
発
生
す
る
災
害
や
事
故

が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
て
、
町
と
知
多

郡
医
師
会
阿
久
比
支
部
で
は
、「
災
害
時
の

医
療
救
護
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
職
員
の
危
機
管
理
能
力
の
育

成
と
行
動
指
針
の
作
成
、
医
師
・
看
護
師
・

救
急
救
命
士
の
連
携
に
よ
り
円
滑
な
医
療

救
護
体
制
を
築
く
た
め
に
、
集
団
災
害
合

同
研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
想
定
し
た
列
車
事
故
で

多
数
の
傷
病
者
が
発
生
し
、
町
と
知
多
郡

医
師
会
阿
久
比
支
部
、
半
田
消
防
署
阿
久

比
支
署
と
相
互
に
連
携
し
、
迅
速
な
医
療

救
護
体
制
を
確
立
し
、
阿
久
比
町
赤
十
字

奉
仕
団
の
協
力
を
得
て
、
傷
病
者
の
救
命

率
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま

す
。

○
日　

時

　

二
月
二
十
五
日（
土
）

　

午
後
二
時
〜
午
後
三
時
半
（
予
定
）　

※　

雨
天
中
止

○
場　

所

　

浅
井
外
科　

正
面
南
側
駐
車
場

○
参
加
機
関

阿
久
比
町
・
知
多
郡
医
師
会
阿
久
比
支

部
・
半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
・
阿
久

比
町
赤
十
字
奉
仕
団

○
訓
練
想
定

　

白
沢
駅
北
踏
切
で
、
特
急
電
車
が
踏
切

内
に
立
ち
往
生
し
た
乗
用
車
と
衝
突
し
、

列
車
は
脱
線
、
乗
客
に
多
数
の
負
傷
者
が

発
生
。

　

半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
の
救
助
隊
・

救
急
隊
は
、
現
場
で
一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
を

実
施
し
、
最
寄
り
の
町
災
害
指
定
病
院
で

あ
る
浅
井
外
科
へ
収
容
依
頼
し
傷
病
者
を

搬
送
。

○
訓
練
内
容

　

病
院
で
は
、
連
絡
網
に
よ
る
応
援
医
師
、

看
護
師
の
招
集
を
行
い
、
救
護
班
を
編
成

し
て
医
師
・
看
護
師
に
よ
る
再
ト
リ
ア
ー

ジ
、
治
療
な
ど
を
実
施
し
、
応
援
医
師
と

連
携
し
て
、
重
症
者
に
対
す
る
高
次
医
療

機
関
へ
の
搬
送
指
示
、
医
師
の
指
示
に
よ

る
救
急
救
命
士
の
特
定
行
為
を
行
い
ま
す
。

集
団
災
害
合
同
研
修
会
を

開
催
し
ま
す

３２ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

　

軽
症
者
は
、
エ
ア
テ
ン
ト
内
で
赤
十
字

奉
仕
団
が
応
急
手
当
を
し
ま
す
。

　

病
院
敷
地
内
に
現
場
本
部
を
設
置
し
、

傷
病
者
の
情
報
を
集
約
し
、
関
係
機
関
に

伝
達
し
ま
す
。

　
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と
は
、
多
数
の
傷
病
者

に
対
し
て
緊
急
度
・
重
症
度
に
応
じ
て
、

限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し

て
、
可
能
な
限
り
多
く
の
傷
病
者
の
治
療

に
当
た
る
こ
と
で
す
。

　

治
療
の
優
先
順
位
に
従
っ
て
搬
送
・
病

院
選
定
・
治
療
を
行
い
ま
す
。
実
際
に
は
、

現
場
に
駆
け
つ
け
た
救
急
隊
や
搬
送
さ
れ

た
病
院
の
医
師
、
看
護
師
が
行
い
ま
す
。

　

絶
望
的
重
篤
群
（
黒
）・
即
時
緊
急
治
療

群
（
赤
）・
中
等
度
治
療
群
（
黄
）・
軽
症

群
（
緑
）
の
四
群
に
分
け
、
ト
リ
ア
ー
ジ

タ
ッ
グ
で
識
別
し
ま
す
。

　

訓
練
終
了
後
に
は
、
地
震
体
験
車
「
な

ま
ず
号
」
の
体
験
試
乗
会
を
開
催
し
ま
す
。

※　

雨
天
中
止　

　
「
な
ま
ず
号
」
に
は
、
見
学
者
の
方
も
試

乗
で
き
ま
す
。
研
修
会
の
見
学
は
ど
な
た

で
も
で
き
ま
す
。（黒）（黒）

（赤）（赤）

（黄）（黄）

（緑）（緑）

（黒）（黒）

（赤）（赤）

（黄）（黄）

（緑）（緑）

裏　面 表　面
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今
回
か
ら
阿
久
比
町
誌
資
料
編
一
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
村
絵
図（
天
保
十
二
年（
一

八
四
一
）に
描
か
れ
た
阿
久
比
十
六
カ
村
）

を
見
な
が
ら
、
昔
と
今
を
比
べ
て
一
地
区

ず
つ
歩
く
こ
と
に
し
た
。

　

横
松
村
絵
図
を
見
る
と
中
央
に
�
乙
川

村
境
�
か
ら
�
英
比
大
河
筋
�
ま
で
道
が

伸
び
て
い
る
。
現
在
、
横
松
地
区
の
公
民

館
や
遊
園
地
、
神
明
社
の
前
を
通
る
道
だ

ろ
う
。
こ
の
道
を
東
か
ら
西
に
向
か
っ
て

歩
い
た
。

　

村
絵
図
に
は
北
側
に
は
山
、
南
側
に
は

田
が
あ
る
。
風
景
は
昔
も
今
も
変
わ
り
な

い
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
る
皆
さ

ん
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
場
所
か
ら
考

え
る
と
、
昔
�
村
西
池
�
が
あ
っ
た
付
近

だ
ろ
う
。
プ
レ
ー
の
合
間
に
男
性
に
聞
い

て
み
た
。「
昔
の
村
絵
図
を
見
る
と
、
こ
の

辺
り
に
池
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
」
と
尋

ね
る
と
、「
あ
っ
た
よ
。
山
車
の
ゴ
マ
は

知
っ
て
る
か
な
あ
。
車
輪
な
ん
だ
け
ど
、

祭
り
が
終
わ
っ
た
後
そ
の
池
に
沈
め
て
保

管
し
て
た
な
あ
」
と
昔
を
懐
か
し
む
よ
う

に
話
し
て
く
れ
た
。

　

次
は
地
図
に
あ
る
�
毘
沙
門
�
を
探
す

こ
と
に
し
た
。
北
に
向
か
っ
て
少
し
歩
く

と
一
本
の
木
が
生
い
茂
り
、
地
面
に
は
基

礎
ら
し
き
跡
と
瓦
の
か
け
ら
が
落
ち
て
い

る
場
所
に
た
ど
り
着
く
。
こ
こ
に
毘
沙
門

が
あ
っ
た
と
思
う
が
確
証
が
な
い
。
近
く

の
民
家
を
訪
ね
聞
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

二
人
の
お
ば
あ
さ
ん
の
話
か
ら�
毘
沙
門
�

の
存
在
を
突
き
止
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
あ
そ
こ
に
毘
沙
門
さ
ん
が
い
ま
し
た
よ
。

伊
勢
湾
台
風
で
お
堂
が
壊
れ
て
、
神
明
社

に
移
っ
た
ら
し
い
け
ど
見
た
こ
と
は
な
い

な
あ
」

　

早
速
、
神
明
社
に
向
か
う
。
毘
沙
門
ら

し
き
も
の
は
ど
こ
に
も
な
い
。
神
社
に
仏

像
？
疑
問
は
残
る
。
こ
こ
で
帰
っ
て
し
ま

う
の
も
悔
し
い
。
聞
き
込
み
を
続
け
る
。

「
毘
沙
門
さ
ん
を
社
（
神
明
社
）
の
隅
に

置
い
て
ま
つ
っ
た
か
ら
い
る
は
ず
だ
よ
」

と
伊
勢
湾
台
風
が
あ
っ
た
当
時
、
区
長

だ
っ
た
お
じ
い
さ
ん
の
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
。

　

疑
問
は
晴
れ
た
。
再
び
神
明
社
に
戻
り

社
の
中
を
の
ぞ
い
た
。
姿
は
暗
く
て
見
え

な
い
。
し
か
し
、
確
か
に
毘
沙
門
は
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。
毘
沙
門
は
イ
ン
ド
神
話
で

は
財
宝
の
神
と
い
わ
れ
る
。
ぶ
ら
り
旅
に

出
る
前
、
友
人
に
昼
飯
を
お
ご
っ
た
。
財

布
の
中
は
さ
み
し
く
な
っ
て
い
る
。
見
え

な
い
毘
沙
門
に
「
宝
く
じ
が
あ
た
り
ま
す

よ
う
に
」
と
軽
く
頭
を
下
げ
た
。

（黒）

（赤）

（黄）

（緑）

“村西池”の跡地はゲートボール場に

横松村絵図（阿久比町誌資料編１村絵図解説書から）

村絵図“毘沙門”の跡地



12

広報あぐい　２００６年２月１５日号

平成１７年度 《子育て支援》 

なかよし広場 
阿久比町保育協議会 

な
か
よ
し
広
場
の

ご

あ

ん

な

い

遊びの内容電　話保育園名開催日

手作りおもちゃなど４８－５００２宮津保育園７日（火）

ゲーム遊びなど４８－０９０３草木保育園７日（火）

リズム・ゲーム遊びなど４８－０１４９英 保 育 園７日（火）

ふれあい遊びなど４８－５００１城山保育園８日（水）

わらべうた遊びなど４８－８８１２東部保育園９日（木）

ゲーム遊びなど４８－６６０３南部保育園１３日（月）

お楽しみ会など４８－２９８６北原保育園１４日（火）

お楽しみ会など４８－０５０４中部保育園１６日（木）

　

町
内
八
保
育
園
（
宮
津
・
北
原
・
城
山
・

東
部
・
南
部
・
中
部
・
草
木
・
英
保
育
園
）

で
は
、
未
就
園
の
子
ど
も
と
親
が
安
心
し

て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る「
な
か
よ
し
広
場
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
保
育
園
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

□
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
前
十
一
時
半

※
育
児
相
談
は
、
毎
回
各
園
で
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
保
健
師
が
来
園
し
ま
す
。

　

三
月
八
日（
水
）　

城
山
保
育
園

　

三
月
十
六
日（
木
）　

中
部
保
育
園

結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととといいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

� � � � � � � � 	 �����

　１月のごみの収集状況を見てみると、前年と比較して燃えるごみが３％増加し、燃
えないごみは２％減少しました。また資源ごみは８％増加しました。
　ごみは必ず分別し、引き続きごみの減量とリサイクルにご協力くださいますようお
願いします。

合　計廃プラペットボトル雑びん生きびんアルミ類スチール類布　類紙　類
１７６,７０８㎏１６,２５０㎏４,０５４㎏２２,４１０㎏２,１３４㎏２,９４０㎏７,８１０㎏２,２６０㎏１１８,８５０㎏平成１７年１月
１９０,１５５㎏１６,０２０㎏３,８４５㎏２１,７９８㎏２,０２２㎏３,１７０㎏７,６９０㎏１,８００㎏１３３,８１０㎏平成１８年１月
１０８％９９％９５％９７％９５％１０８％９８％８０％１１３％前年比

平成１７年１月
３６１.６０t　

平成１８年１月
３７２.６１t　

前年比１０３％

平成１７年１月
１９.９８t　

平成１８年１月
１９.６８t　

前年比９８％

燃えないごみ収集量燃えるごみ収集量

資源ごみ収集量

環境衛生課（内３１７）

クルクルまわる花びらを、じょ
うずにキャッチできるかな？折
り紙で作るリボン型の花びらは、
きれいにまわります。 

１㎝幅の折り紙の両端を中心に 
合わせてのりづけし、リボン型 
を作る。 

１㎝ 
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TEL（48）1111 
（内311・312） 

保健センター 
通　信 

保健センター 
通　信 

結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核核とととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととといいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかという病気を知っていますか
　結核は、昭和２５年ころまでは、
死因の第１位で、多くの人が苦し
んだ病気です。
　栄養状態や衛生状態の改善・医
療の進歩などに伴い、患者数は急
速に減少しました。
　「昔の病気」という意識がありま
すが、今でも毎年３万人近い患者
と２千人近い死亡者が出ています。

○結核の感染
　結核が進行した患者がせきやく
しゃみをすると、結核菌を含む小
さなしぶきが飛び散ります。この
しぶきの中の結核菌を吸い込むこ
とによって感染します。ただし、
菌が鼻やのど、気管支などにひっ
かかり、肺の細胞に定着する前に
体外に運び出されれば、感染はし
ません。
　結核菌が肺の中に増殖しはじめ
ると、その場所が炎症し、せきや
発熱などの症状を引き起こします
（発病）。しかし、感染したすべて
の人が発病するわけではありませ
ん。免疫の力が勝てば菌の増殖は
抑えられ、発病はしません。ただ
し、菌は完全に消滅したわけでは
なく休眠状態で、体の中で生き続
けます。

○現在の結核の問題点
①高齢者の発病
　毎年、新たに結核患者として登
録される人の半数以上が６０歳以上
の高齢者です。若いころに感染し、
何十年もたってから、体力や免疫
力が低下したことによって発病す
るケースが多くみられます。
②若い世代の感染

　ほとんどの若い人が結核に感染
したことがなく、結核に対する免
疫がないため、結核菌を吸い込む
と容易に感染してしまう傾向にあ
ります。
③結核への関心の薄れ
　結核は昔の病気と考える人が多
く、患者も医師も油断しがちにな
り、受診や診断の遅れが増えてい
ます。

○結核の症状
　結核の症状には、次のようなも
のがあります。

　初期症状はかぜとよく似ていま
す。症状が長引くようなら要注意
です。
　高齢者は、症状がわかりにくい
こともありますので、少しでもい
つもと違うと感じたら、早めに受
診しましょう。

○結核から身を守るために
①　２週間以上せきが続いたら、
早めに受診する。

②　１年に１度胸部Ｘ線検査を受
ける。

③　乳児は、生後３カ月を過ぎた
ら、ＢＣＧを接種する。

④　規則正しい生活を心がけ、免
疫力を低下させないようにする。

長く引くせき・たん 

だるい・疲れやすい 

たんに血がまざる 

胸の痛み 

微熱が続く 
37～37.5度位 

おいしい食事をとり 
疲労を避け、 
ストレス解消を 
心がけよう 

適度な運動 
をしよう 

睡眠を 
しっかりとろう 

栄養バランスの 
とれた食生活を 
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広報あぐい　２００６年２月１５日号

　
キ
　
リ
　
ト
　
リ

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
さ
くら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
の
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

■
れ
ん
げ
の
会
　
■■時  
１４
：０
０
～
１５
：３
０

　
■■場  
宮
津
山
田
集
会
所

■
健
康
体
操
の
つ
ど
い

　
■■時  
１９
：３
０
～
２１
：０
０

　
■■場  
エ
ス
ペ
ラ
ン
ス
丸
山

※
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

体
操
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
ラ
ッ
コ
の
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１７
年
８
月
９
日
～

　
　
　
　
　
　
９
月
６
日
生
ま
れ

■
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１７
年
１１
月
８
日
～

　
　
　
　
　
　
１２
月
７
日
生
ま
れ

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
さ
くら
ん
ぼ
ち
ゃ
ん
の
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

■
１
歳
６
カ
月
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１６
年
８
月
１５
日
～

　
　
　
　
　
　
９
月
１４
日
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
離
乳
食
講
習
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
平
成
１７
年
１１
月
～
１２
月
生
ま
れ

■
ペ
ア
教
室

　
■■時  
１３
：０
０
～
１５
：３
０

■
２
歳
児
歯
科
健
診

　
■■時  
１０
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１６
年
２
月
～
３
月
生
ま
れ

■
れ
ん
げ
の
会
　
■■時  
１４
：０
０
～
１５
：３
０

　
■■場  
宮
津
山
田
集
会
所

■
１
歳
児
歯
科
相
談

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１７
年
３
月
生
ま
れ

■
３
歳
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１５
年
２
月
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

月
の
保
健
ガ
イ
ド

診
療
時
間

　
９：
００
～
１３
：０
０

　
日
・
祝

�
半
田
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
港
町
１
－
６２

　
�
２３
－
２６
３６

《
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
》

　
３
日（
金
）・
１０
日（
金
）・
１７
日（
金
）・
２４
日（
金
）・
３１
日（
金
）

※
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
体
重
・
身
長
・

血
圧
な
ど
を
測
定
し
ま
す
。（
電
話
相
談
も
可
）

診
療
時
間

　
 ９
：０
０
～
１１
：０
０

　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

□時  
時
　
間
　
　
□対  
対
　
象

□場  
場
　
所
　
　
□そ  
そ
の
他

～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～

※
場
所
の
指
定
の
な
い
場
合
、
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

５
日
�
 於
大
ク
リ
ニ
ッ
ク
阿
久
比

 宮
津
字
西
森
下
１４
－
１

  
�
４９
－
３８
１１

１
２
日
�
 ち
た
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 阿
久
比
字
東
向
山
６
-２
９

  
�
４８
－
６３
００

１
９
日
�
ハ
ー
ブ
内
科
皮
フ
科

 横
松
字
宮
前
６７

  
�
４８
－
９０
７４

２
１
日
�
 浅
井
外
科

 白
沢
字
天
神
前
３３
－
２

  
�
４８
－
８７
８７

２
６
日
�
 東
ヶ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク

 福
住
字
高
根
台
１１
－
６

  
�
４８
－
５５
５１

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

乳 児 ・ 一 般 健 康 相 談

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
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３月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

４３２１☆☆☆

１１１０９８７�６５

１８１７１６１５１４�１３１２

２５２４２３�２２２１�２０１９

☆�３１３０２９２８�２７２６

開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど子ども向けの楽
しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

《 今 月 の お す す め 》

新 着 の コ ン パ ク ト ・ デ ィ ス ク 新 着 の コ ン パ ク ト ・ デ ィ ス ク 

『天皇と東大 大日本帝国の生と死 上・下』
立花　隆　著

『物理学者、ウォール街を往く。』
エマニュエル・ダーマン　著

『スイスと日本 国を守るということ�
「永世中立」を支える「民間防衛」の知恵に学ぶ』

松村　劭　著
『古田のブログ』

古田　敦也　著
『武道的身体のつくり方 身体革命を読み解く』

木村　文哉　著

『黒船以降�政治家と官僚の条件』
山内　昌之／中村　彰彦　著

『キリストの勝利 ローマ人の物語Ⅹ Ⅳ』
塩野　七生　著

『ママ作って！
 ボクの、わたしの幼稚園バッグ』

株式会社　雄鷄社　著
『郵便局－民営化の未来図を読む』

日本経済新聞社　編

　ひきこもり、ＤＶ、ＡＣなどの病
の温床ではあるが、他のどんな人間
関係よりはまし・・・。多くの家族
の症例をみてきた精神科医である著
者だけが書ける、最も刺激的にして、
愛情あふれる家族擁護論。

�������

阿久比町立図書館
�48-6231

『まほういろのえのぐ』
つちだ　よしはる　作

『ファーガス・クレインと空飛ぶ鉄の馬』
ポール・スチュワート 作／クリス・リデル 絵

『ゆきだるまはよるがすき！』
キャラリン・ビーナー 作／マーク・ビーナー 絵
『ぼくだってできるさ！』
エドアルド・ペチシカ 作／ヘレナ・ズマトリーコバー 絵

　よく知られたお話や風変わりなお
話など、アンデルセンの傑作９編を
収録。アンデルセン研究の第一人者
による再話と、人気イラストレー
ターの美しくファンタジックな挿絵
で、新鮮な驚きに満ちた世界へ。 『アンデルセン原作 妖精が丘』『アンデルセン原作　妖精が丘』

ナオミ・ルイス 作／エマ・チチェスター・クラーク 絵ナオミ・ルイス 作／エマ・チチェスター・クラーク 絵

★宝生土雛展及び水彩２０会作品展
２月１９日（日）まで
★阿久比高校展
２月２３日（木）～３月５日（日）
★阿久比絵画同好会展
３月９日（木）～３月１５日（水）

�������

『ねむの木の子守歌　　　天満　敦子』
『１２個の 歌 　　川嶋　あい』

メッセージ

『ＭＯＭＯＥ ＴＲＩＢＵＴＥ
　Ｔｈａｎｋ Ｙｏｕ Ｆｏｒ ・・・Ｐａｒｔ２　　鈴木　雅之ほか』
『Ｒｏｍａｎｃｅ　�韓国ドラマ・クラシックス�』
『ディア モデストマン　　ｃｏｂａ』
『日本音楽まるかじり』

『家族の痕跡 いちばん最後に残るもの』『家族の痕跡 いちばん最後に残るもの』
斎藤 環 著斎藤　環　著
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□
勤
務
場
所　

東
部
・
英
比
・
南
部
各
小

学
校
、
阿
久
比
中
学
校

□
勤
務
内
容　

学
校
用
務
員

□
募
集
人
員　

四
人
（
各
学
校
一
人
）

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
一
日

七
・
五
時
間
程
度
）

□
賃　

金　

八
百
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
三
歳
（
平
成
十

八
年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
八
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
庶
務
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

�□
勤
務
場
所　

中
央
公
民
館　

□
勤
務
内
容　

公
民
館
受
付
事
務
、
管
理
、

講
座
補
助
な
ど

□
募
集
人
員　

三
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
後
五
時
〜
午
後

九
時
四
十
五
分

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日　

午
前
八
時

半
〜
午
後
五
時
十
五
分　

午
後
五
時
〜

午
後
九
時
四
十
五
分

※　

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務（
月
十
二
日
程
度
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

□
賃　

金　

七
百
二
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
三
歳
（
平
成
十

八
年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
八
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
０
）

�□
勤
務
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
森

□
勤
務
内
容　

施
設
の
維
持
・
管
理

□
募
集
人
員　

三
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

週
五
日（
一
日
五
時
間
程
度
）

町
の
規
定
と
勤
務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

□
賃　

金　

七
百
三
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
三
歳
（
平
成
十

八
年
四
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
八
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
５
４
）

�
　
「
親
と
子
の　

対
話
が
作
る　

よ
い
家

庭
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
明
る
く
対
話
の

あ
る
家
庭
づ
く
り
に
向
け
た「
家
庭
の
日
」

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

�

県
民
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

愛
知
県
と
愛
知
県
青
少
年
育
成
県
民
会

議
で
は
、
毎
月
第
三
日
曜
日
を
「
家
庭
の

日
」
と
し
、
家
族
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
家

庭
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

□
運
動
期
間　

二
月
二
十
八
日
ま
で

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
知
多
事
務
所
総
務
課

　

�（
２
１
）８
１
１
１
（
内
２
０
３
）

�
　

視
聴
覚
教
育
技
術
者
養
成
講
習
会
の
中

の　

ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定
講
習
会
に
つ

１６
い
て
、
一
般
の
方
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指

導
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
期
間

　

二
月
二
十
日
〜
三
月
十
七
日

□
募
集
対
象

　
　

ミ
リ
映
写
機
操
作
の
指
導
が
で
き
る

１６
方□

講
習
会
日
程
・
会
場
（
予
定
）

　

七
月
二
十
九
日（
土
）に
阿
久
比
町
で
実

施
予
定

□
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

知
多
地
方
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会

（
知
多
教
育
事
務
所
指
導
課
内
）

　

�（
２
１
）８
１
１
１
（
内
２
７
７
）

　

担
当　

浅
野

　

F
A
X（
２
１
）９
５
３
４

�
　

犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


���
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

●
散
歩
に
は
、
必
ず
ふ
ん
の
後
始
末
が
で

き
る
用
意
を
し
て
出
掛
け
、
飼
い
主
が

責
任
を
も
っ
て
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
放
し
飼
い
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

●
人
に
危
害
を
加
え
な
い
よ
う
、
安
全
な

場
所
で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
一
日
一
回
は
必
ず
適
度
な
運
動
を
さ
せ
、

無
駄
ぼ
え
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

●
鑑
札
・
注
射
済
票
（
金
属
プ
レ
ー
ト
）

は
、
首
輪
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
は
、
鑑
札
・
注
射
済
票
を
添

付
し
て
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
犬
が
死
亡
し
た
と
き
は
環
境
衛
生
課
へ

②
犬
の
所
在
地
、
飼
い
主
の
住
所
、
飼
い

主
が
変
わ
っ
た
と
き
は
犬
の
所
在
地
の

市
区
町
村
担
当
課
へ

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

�□
資　

格　

阿
久
比
町
在
住
者
ま
た
は
在

勤
者
が
二
分
の
一
以
上
で
構
成
さ
れ
た

チ
ー
ム

□
会　

費　

入
会
金　

五
千
円
（
新
規
登

録
チ
ー
ム
の
み
）
年
会
費　

三
万
円

□
受
付
日
時　

三
月
五
日
午
前
十
時
〜
正
午

□
受
付
場
所　

中
央
公
民
館
本
館
２
０
１

□
申
込
方
法　

登
録
用
紙
に
記
入
し
会
費

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
用

紙
は
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
に
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村

�（
４
９
）２
５
０
０　

原
�（
４
８
）２

７
３
６　

佐
藤
�（
４
８
）３
２
５
８

�
�
�
�
�
�
�
�
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Information

　

ご
み
ゼ
ロ
社
会
推
進
あ
い
ち
県
民
会
議

で
は
、
ご
み
の
減
量
な
ど
に
取
り
組
む
小

売
店
を
「
ご
み
ゼ
ロ
推
進
店
」
と
し
て
認

定
し
て
い
ま
す
。
環
境
に
や
さ
し
い
店
づ

く
り
を
広
め
る
こ
と
で
、
ご
み
ゼ
ロ
社
会

の
形
成
推
進
を
図
る
た
め
、「
ご
み
ゼ
ロ
推

進
店
」
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

□
対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
を
実
施
ま
た

は
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
小
売
店

　

①
簡
易
包
装
の
推
進
②
使
い
捨
て
容
器

使
用
商
品
の
販
売
自
粛
③
エ
コ
マ
ー
ク
商

品
の
販
売
促
進
④
空
き
缶
な
ど
の
回
収
、

資
源
化
⑤
広
告
チ
ラ
シ
、
事
務
用
用
紙
な

ど
の
使
用
抑
制
⑥
再
生
紙
な
ど
の
再
生
品

の
利
用
促
進
⑦
販
売
品
の
修
理
サ
ー
ビ
ス

へ
の
積
極
的
取
組
⑧
消
費
者
に
対
す
る
ご

み
減
量
化
・
再
生
利
用
の
呼
び
掛
け
⑨
そ

の
他
店
の
創
意
工
夫
に
よ
る
ご
み
ゼ
ロ
社

会
の
形
成
推
進

□
募
集
期
間　

二
月
十
五
日
〜
三
月
十
五
日

□
応
募
方
法　

環
境
衛
生
課
に
あ
る
認
定

申
請
書
に
、
必
要
な
事
項
を
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

□
そ
の
他

①　

ご
み
ゼ
ロ
推
進
店
の
ス
テ
ッ
カ
ー
な

ど
を
掲
示
し
、
ご
み
ゼ
ロ
社
会
の
形
成

推
進
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

②　

ご
み
ゼ
ロ
社
会
の
形
成
推
進
の
取
り

組
み
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
報
告
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	



会　場内　　容日　　時

陸上競技場第１０回阿久比町
近郊リレーカーニバル

３月１１日（土）
　午前８時半～

野　球　場愛知県高等学校優勝野球
選手権大会知多地区予選３月２３日（木）～

３月の 
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半
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と
名
古
屋

法
務
局
半
田
支
局
で
は
、
人
権
擁
護
委
員

と
法
務
局
職
員
が
相
談
相
手
と
な
り
、
常

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

心
配
ご
と
、
困
り
ご
と
、
人
権
問
題
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。

※　

相
談
は
電
話
で
も
応
じ
、
内
容
は
秘

密
厳
守
し
ま
す
。

□
相
談
会
場　

名
古
屋
法
務
局
半
田
支
局

（
半
田
市
東
洋
町
１
‐　

）
１２

□
開
設
日
時

　

平
日
の
午
前
八
時
半
〜
午
後
五
時

□
問
い
合
わ
せ
先　

名
古
屋
法
務
局
半
田

支
局　

�（
２
１
）１
０
９
５

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　

交
通
事
故
、
サ
ラ
金
、
遺
産
相
続

な
ど
私
た
ち
の
周
り
で
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
毎
月
第
一
・
第
三
木
曜
日

と
第
四
火
曜
日
に
人
権
・
行
政
・
心

配
ご
と
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

第
三
木
曜
日
に
は
法
律
相
談
に
応

じ
る
た
め
の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

無
料
法
律
相
談
は
受
付
件
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
事
前
に
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

無
料
法
律
相
談
を

　

利
用
し
て
く
だ
さ
い

今今月月のの納納税税ななどど
固定資産税・都市計画税　　　４期分
国民健康保険税・介護保険料　６期分
納期限は２月２８日（火）です。

□人権・行政・心配ごと相談
　２日（木）・１６日（木）
　　　　　　場所：中央公民館本館
　　　　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　２８日（火）　場所：阿久比郵便局　２階
　　　　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　※電話での相談も受け付けます。
□無料法律相談（事前に予約が必要）
　１６日（木）　場所：中央公民館本館
　　　　　　時間：午後１時～午後４時
※問い合わせ先　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

1月　救急・火災

交通事故　　１４
急　　病　　７５
そ の 他　　２２

建　物　 ０
車　両　 ０
その他　 ０

救急　　　 １１１ 火災　　　０

※　半田税務署では受け付けしません。住吉福祉文
化会館へお出かけください。
開設期間　２月１日（水）～３月１５日（水）
※　消費税、地方消費税については３月３１日（金）ま
で受け付けを行います。
※　土曜日・日曜日と時間外は受け付けできません。
ただし、２月１９日と２月２６日の日曜日は、受け付け
を行います。（住吉福祉文化会館のみ）

開設時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～午後４時半
※　所得税、贈与税、消費税の受け付けを行います。
町県民税の申告は、阿久比町の申告会場でお願い
します。
※「営業・その他事業・譲渡所得等」に関する所得
税・贈与税・消費税の申告と納税相談は、阿久比
町の申告会場では受け付けできません。
※　職員による会場での計算確認は行いません。

住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉吉福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館住吉福祉文化会館

　詳しくは、国税庁のホームページをご覧ください。

　国税庁のホームページで所得税の確定申告書を作成し
て、添付書類とともに税務署へ提出できます。

インターネットで所得税の確定申告ができます

ホームページアドレス
http://www.nta.go.jp

�

「所得税の確定申告書作成コーナー」
�

対話形式で入力後、
プリンターで印刷

�

添付書類と合わせて
税務署へ提出（郵送でもOK）

受付期間
　２月１６日（木）～
　　　　３月１５日（水）
受付時間
　午前９時～午前１１時半
　午後１時～午後４時
※　土曜日、日曜日と時間
外の受け付けはできませ
んので注意してください。
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阿久比町役場前交差点 
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申告
○町県民税 
　役場税務課住民税係 
　fl（４８）１１１１（内２２０・３０２） 
○所得税・贈与税・消費税 
　半田税務署　fl（２１）３１４１ 申　告　会　場 申　告　会　場 


